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気仙沼水産資源活用研究会（kesemo） 

令和 8 年度 事業挑戦・成長支援経費 

募集要綱（申請者向け） 

グロース予算（成長投資枠）／ チャレンジ予算（探索・実験枠） 

1. この経費について 

kesemo（気仙沼水産資源活用研究会）は、気仙沼の未利用資源を活かした新たな地域産業の創出
と雇用を目的に活動しています。 

本経費は、会員のみなさまが会の予算と人脈を活かして事業に挑戦できるよう、マネジメント部会

がバックアップするための仕組みです。チャレンジしたい会員が手を挙げ、手を挙げた会員が責任

を持って成し遂げる。事務局はあくまでそのサポートに回ります。本要綱は、申請の進め方から、

採択後に何をしていただくかをまとめたものです。 

2. 二つの予算枠 

目的の異なる二つの枠を用意しています。ご自身の事業の段階に合わせて、いずれかを選んでお申

し込みください。 

 グロース予算（成長投資枠） チャレンジ予算（探索・実験枠） 

ねらい 
検証を終えた事業を、3年かけて中長
期的に成長させるための投資。 

ニーズ探索や事業立ち上げに活用す

る機動型の枠。 
小さく試して、仮説を確かめる。 

対象年度 令和 9年度分 令和 8年度分 

主な使途 
プロモーション費・開発費・委託費

など、 
事業拡大に資する費用を幅広く。 

調査費・伴走支援費・プロトタイプ

費がメイン。機動的な検証に特化。 

1 件あたりの目安 
300万円程度 
※上限ではなく目安です 

50万円程度 
※上限ではなく目安です 

申請書類 事業計画書一式 紙 1枚の申請書 

補助率 100％（精算払い） 100％（精算払い） 

チャレンジ予算で検証を行った事業は、その結果をもとにグロース予算への昇格申請ができます。 

申請額の考え方 
申請額に一律の上限は設けません。事業内容に応じて、検証・成長に真に必要な額を積算してお申

し込みください。記載した目安額（グロース 300万円程度・チャレンジ 50万円程度）は、額の感
覚を掴むための参考であり、これを超える申請・下回る申請のいずれも妨げません。ただし、令和

8年度の研究会予算総額は 12,000,000円（財源：ふるさと応援基金）です。1件への配分が予算枠
全体を著しく圧迫する場合、審査会から減額または段階的な配分をお願いすることがあります。 



kesemo｜令和 8年度 事業挑戦・成長支援経費 募集要綱 

2 

補助対象経費 
本経費の原資は、気仙沼市がふるさと納税の寄附金を積み立てた「ふるさと応援基金」を活用する

補助金（産業パッケージ）です。制度上、「経常経費ではなく、将来への投資・人への投資」にあ

たる使いみちであることが条件となります。 

 

対象となる経費（例） 

・ 商品開発費（機能性・コスメ、食品・調味料、未利用・化成品等の商品開発） 

・ プロモーション費（展示会出展、SNS広告費等） 

・ マネジメント費（アドバイザー謝金・旅費、会員旅費、事務消耗品等） 

・ 新規の取組に必要となる費用（講師派遣費、旅費、業務委託料、手数料、原材料購入費、 

備品購入費等） 

・ その他、これまでチャレンジできなかった取組に係る費用（機材・資材の購入、原材料の購入

ほか） 

 

対象とならない経費 

・ 経常経費（恒常的に支出される人件費、オフィス・店舗の家賃、光熱水費、旅費交通費、 

交際費、備品購入費など）。ただし、新規の取組に必要となるものは個別協議の対象です。 

 

使いみちが制度の目的に合致するかは、事業ごとに市水産課が精査し、最終的には市の財政当局と

の協議により決定されます。このため、採択後であっても、経費の内容について再検討・修正をお

願いする場合があります。判断に迷う経費は、申請前に事務局へご相談ください。申請書の積算で

は、経費の内訳とその支出が「将来への投資」にどうつながるかが分かるようにご記入ください。 
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3. 年間スケジュール 

申込から確定までの大まかな流れは次の通りです。具体的な日付は、別途ご案内します。 

グロース予算（令和 9 年度分） 

時期 ステップ 申請者にしていただくこと 

8 月 24 日 申込締切 事業計画書の提出 

9 月 書類審査 
指摘があれば修正 
（プレゼンの 1週間前まで） 

10 月上旬頃 プレゼン審査 プレゼン（説明 10分＋質疑 30分） 

10 月下旬 確定 採否のご連絡 

11 月下旬 予算の申請 確定事業の予算手続き 

各年度 年度レビュー 
マイルストーンの達成状況を報告 
（下記 6） 

 

チャレンジ予算（令和 8 年度分） 

チャレンジ予算は、1次募集に加えて 2次募集があります。 

1次に間に合わなかった場合や、年度後半に着想を得た場合は、2次にお申し込みいただけます。 

時期 ステップ 区分 

8 月 24 日 申込締切 

1次 9 月 書類審査 

10 月上旬頃 プレゼン審査（軽量） 

10 月中 確定・即交付／2次募集開始 1次確定・2次開始 

11 月上旬 2次申込締切 

2次 
11 月下旬 2次書類審査 

12 月 
2次プレゼン審査（軽量） 
2次確定・即交付 

検証終了後 振り返りシートの提出 全体（下記 6） 

2 月 予算執行完了 全体 
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4. 審査の進め方 

どちらの枠も、書類審査とプレゼン審査の二段階です。ただし、枠によって審査の重さが異なりま

す。 

グロース予算 

書類審査では、3年の事業計画が立てられているか、無理のない計画か、計画を裏づける資料に過
不足がないか等を確認します。指摘事項があった場合、事務局を通じてお伝えしますので、プレゼ

ン審査の 1週間前までに資料を修正してください。プレゼン審査は、持ち時間 10分の説明と 30
分の質疑応答です。社外の有識者（外部審査員）と役員が同席し、採点方式で評価します。採否

は、採点結果（合格ラインは得点率 70%程度が目安）に基づき、役員会で決定します。 

チャレンジ予算 

書類審査は、kesemoのコンセプトと大きく外れていないか、期限内に提出されているか等を確認
します。プレゼン審査は説明 5分と 15分の質疑応答です。役員が同席し、評価します。採否は、
採点結果に基づき役員会で決定します。 

何が評価されるか 

審査では「この挑戦に賭ける価値があるか」「誰が責任を持って成し遂げるか」を重視します。 

チャレンジ予算（4つの観点） 

・ コンセプト ― 何を実現したいかが伝わるか。kesemoのビジョンや地域につながっている
か。 

・ チャレンジング度 ― 将来の伸びしろ（化ける余地）があるか。 

・ 検証可能性 ― この検証で何を確かめるか。成否どちらでも次に活きる学びが残るか。 

・ 担い手の本気度 ― 誰が中心に進めるか。割く時間・自己資金やリソースの持ち出しの意思が
あるか。 

グロース予算（5 つの観点） 

チャレンジの 4つの観点を、より深く見ます。加えて、3年・大口の投資となるため「採算性」を
見ます。 

・ コンセプト ― ビジョンと地域への波及性。3年での到達点の具体性と、市場・需要の裏づけ
まで。 

・ チャレンジング度 ― 3年でどこまで伸ばすか。その規模が数値計画で裏づけられているか。 

・ 検証可能性 ― 3年計画の確からしさ。進捗をマイルストーンで測れるか、前提は現実的か、
うまくいかないときの備えがあるか。 

・ 担い手の資質・本気度 ― これまでの実績、投じてきた時間・資金、覚悟。事業を支える体
制・協力先も含む。 

・ 採算性・投資対効果 ― いくら投じて何を回収するか。kesemoフィーへの貢献、3年での自
立・黒字化の道筋。 
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5. 提出していただく資料 

チャレンジ予算 ― 紙 1 枚の申請書 

申請は紙 1枚です。次の項目を簡潔にご記入ください。 

・ 事業名・担い手（中心となって進める方のお名前） 

・ コンセプト（このアイデアは誰に、何を、どのようにして実現するのか/kesemo・地域とのつ
ながり） 

・ 狙う事業規模（将来的にどれくらいを目指すか） 

・ まず確かめること（何を、どうやって検証するか） 

・ 本気度（この検証にどれくらい関われるか／自己資金・自社リソースの持ち出しの有無） 

・ 概算費用（積算の根拠） 

 

グロース予算 ― 事業計画書 

3年計画をお預かりする枠のため、相応の事業計画をご用意ください。次の内容を含めてくださ
い。 

・ 事業概要・担い手（これまでの実績、投じてきた時間・資金を含む） 

・ 3年の必要予算と、年度単位の予算内訳 

・ 3年の数値計画（売上・原価・利益の推移） 

・ 各年度のマイルストーン（定量で測定できるものに限ります。達成状況が年度レビューの判定

材料になります） 

・ 採算性（投じる額と見込むリターン、kesemoフィーへの貢献） 

 

マイルストーンは、売上◯円・試作◯個・取引先◯社など、測れる形でご記入ください。 

これとは別に、定性的な目標を併記いただくのは構いません。 
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6. 採択された後のこと 

この経費は、採択して終わりではありません。 

挑戦した後に、その結果をしっかり振り返っていただくことを大切にしています。 

 

チャレンジ予算 ― 振り返りシート 

検証が終わったら、紙 1枚の振り返りシートを提出していただきます。次の 3点を書いてくださ
い。 

・ 検証結果 ― 何を確かめようとして、結果はどうだったか 

・ 原因分析 ― なぜその結果になったか（成功・失敗要因）。できるだけ詳細に記述。 

・ 次の一手 ― 撤退するか、形を変えて続けるか、グロース予算への昇格を狙うか 

 

「やってみてダメだった」も成果のひとつです。 

評価するのは成否そのものではなく、なぜその結果になったかを分析できているかです。 

失敗したときこそ、原因を丁寧に振り返ってください。 

 

グロース予算 ― 毎年度レビュー 

グロース予算は 3年計画のため、毎年度、マイルストーンの達成状況をレビューします。 

達成率は「目安」であり、数字だけで判断することはしません。数字の中身も見ます。 

下振れの度合いによって、対応が変わります。 

達成率（目安） 対応 

80%以上 書面での軽い確認のみです。特別な資料のご準備は不要です。 

50〜80%未満 
役員会で、未達の原因と対応策をご説明いただきます（説明と質疑）。

採点方式で継続を判定します。 

50%未満 
外部審査員を交えた審査会で、未達の原因分析と見直し後の計画をご説

明いただき、採点方式で判定します。 
判定は「継続・条件付き継続／予算縮小／撤退」の３区分です。 

 

申請書・振り返りシートの様式は別途お渡しします。ご不明な点は事務局までお問い合わせください。 


